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卯年、飛躍の年へ 

自己肯定感・自己有用感の高い子に育てましょう！！ 
～学びを止めない～すべては子供たちのために～ 

 令和も５年を迎えます。来年は卯年、うさぎ年です。うさぎのジャンプのように大きな飛躍の

年としたいものです。 

学校では、３学期が始まり、年度のまとめの時期です。学習面、生活面両面の成果と課題を明

らかにし、来年度の準備のため、各学年の総まとめをしてまいります。 

年の初めであり、年度の締めくくりである大切な時期にすべきことをご家庭でもお子様と向き

合い、一緒に考えてみてください。昨年の今頃、保育園児、幼稚園児だった子がもう、１年生を

終えようとしています。また、６年生は、あと３ヶ月で中学生になります。子供たちは恐ろしい

ほどのスピードで成長していきます。さて、各ご家庭でもそれぞれのお子様について考えてみて

ください。この１年で大きく力をつけ、成長したところはどこでしょう。また、もう少し頑張ら

せたい課題は何でしょう。よくできたことや頑張ったことを大いにほめ、課題については目をつ

ぶらず、スモールステップでめあてを定め、見守っていきましょう。自己肯定感、自己有用感を

育てるのは私たち大人の役目です。子供の行動を見守り、努力が見えた時、頑張り始めたときが、

まず、はじめのほめ時です。何かをはじめたときにほめてもらえたら、子供は「あ、お母さん見

ているんだ！」「お父さん、気づいてくれた！」と、なり、さらなる意欲につながります。努力や

頑張りは継続し、積み重ねることで力となります。スタート時点でエールを送り、進捗状況を見

守り、くじけそうになってきたらそっと支援して見守りを続けましょう。そして、努力し続ける

姿勢、頑張り続ける姿勢を大いに称賛しましょう。続けること、積み重ねることの大切さに気付

かせることができたなら、結果は後からついてきます。「継続は力なり」です。その中で自己肯定

感や自己有用感は育ちます。さらに、子供たちをよく見て、対話をしましょう。子供たちの可能

性を信じて、今すべきことから目をそらさず、毎日の積み重ねが大きな成長につながることを教

えましょう。また、親だからといって、子供の全てを管理しようとすることは、正しくありませ

ん。子供に考え、選択する機会を意図的に設け、自己管理の力も養いましょう。 

大人は忙しいですね。なかなかお子様と向き合う時間を作ることが難しいご家庭もあることで

しょう。かく言う私も忙しく働く母親の一人です。子供が小学生の頃も、子供よりも先に家を出

て、帰りも遅く、なかなか学校行事などにも参加できませんでした。しかし、子供との関係づく

りは「時間」ではありません。「密度」です。必要と思うときにはじっくりと向き合い、たくさん

話をしてきました。対話は大事です。後は、後ろ姿で教えるしかありません。子供はちゃんと見

ています。感じ取っています。私たち大人も自信を持って子供を育てましょう。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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